
 

 

法貴 信也 

Nobuya Hoki  

2010 年 4月 3日（土）- 4 月 28 日（水） 

オープニング・レセプション：4月 3日（土）18:00 - 20:00 

 

 

タカ・イシイギャラリーは 4 月 3 日（土）より 4 月 28 日（水）まで、法貴信也の個展を開催いたします。

法貴は 1966 年に京都に生まれ、京都市立芸術大学大学院美術研究科絵画専攻終了後、京都を拠点に制作活

動を続けています。主なグループ展として、森美術館「六本木クロッシング；日本美術の新しい展望 2004」

展（東京、2004 年）、国立国際美術館「絵画の庭-ゼロ年代日本の地平から」展（大阪、2010 年）に参加し、

今年 4 月にはサントリーミュージアム天保山「レゾナンス 人と響き合うアート」展（大阪）への参加が

予定されています。 

 

 

法貴信也の絵画は一見したところでは何の変哲もない線描表現で成立しているように見えるだろう。しか

しながら法貴作品を僅かでも注視すれば、彼の描く線の多くが平行した二本の線によって成り立っている

ことに誰もが気づくだろう。この表現方法は法貴自身によって「二本画」と呼ばれている。・・・それはあ

るイメージを描きながらも、その画像に付与した象徴的な意味を完全に排除するという無謀な、しかし 

ながら未だ絵画史に於いて実現されていない（と法貴が信じた）試みであった。・・・法貴のこのような果

敢なる取り組みが見事に結実した際には、彼の「二本画」は、本当の日本の絵画、要するに「日本画」と

して成立するであろう。 

中井康之「絵画の庭-ゼロ年代日本の地平から」図録 p.78（国立国際美術館刊、2010 年）より引用 

 

 

タカ・イシイギャラリー京都のこけら落とし個展（2008 年）に続く 2回目の個展となる今回、パネル地

に描いた油彩作品群及び、人の顔の新しい「面」での捉え方を試みたポートレイト作品と、作家が「地ま

たぎ」と呼称する、地（紙）の色に対して明度の高い色と低い色を用いた二本画作品の、2 種類のドロー

イング作品群を発表いたします。 

ある 1 つの色を補色関係にある 2 色（例えば黒を赤と青）に分割し、繊細な軌跡を描きながら併走させ

ることにより生まれる斬新な立体・奥行き表現（「単層の多層化」）により、法貴は従来の表現方法にとら

われない、絵画の新たの可能性を模索していまいりました。 

 日本画（二本画）の新たな境地を探る法貴の、緻密な試行の末に生まれた最新作を是非ご高覧ください 

 

 



 

 

是非、貴誌・貴社にて御紹介下さいますよう宜しくお願い致します。尚、掲載用写真の貸出など、御質問がございまし

たら下記までお問い合わせ下さいませ。 

 

タカ・イシイギャラリー プレス担当：増山貴之 

〒135-0024 東京都江東区清澄 1-3-2 5F  tel: 03-5646-6050  fax: 03-3642-3067 

e-mail: tig@takaishiigallery.com   website: www.takaishiigallery.com   

営業時間：12:00-19:00 定休日：日・月・祝日 

 

 

 

 

 

法貴信也「無題」2010 年 

紙にアクリル、76.5 x 108cm 



 

 

 

法貴信也「無題」2010 年 

紙に色鉛筆、18.2 x 25.7cm 

 

 

法貴信也「無題」2010 年 

紙にアクリル、36.4 x 51.4 cm 


